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アウトライン

社会的インパクト
の定義・評価の

重要性

社会的インパクト
評価の枠組みと
応用事例

提言・まとめ

Sep. 13, 2024 都市自治体におけるスポーツを活用した地域振興に関する研究会



3

スポーツの社会的インパクトとは？

• スポーツ活動（イベント、プログ
ラム等）がステークホルダーの
「ウェルビーイングの側面」に与
える影響

定義

• 活動の影響を受ける全ての
人々

• 例）参加者、観客・ファン、地元
住民、ボランティア、運営者等

ステークホルダ
ーとは？
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ウェルビーイングの側面とは？

• 身体的健康

• 健康を保つための知識や能力
身体的

• 主観的ウェルビーイング（人生満足度、幸せ）

• 心理的ウェルビーイング（自己成長、生きがい）
精神的

• 信頼できる社会関係

• コミュニティへの帰属意識
社会的
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社会的インパクト評価の世界的潮流

経済的インパクトに代わる新し
い評価指標として台頭

• ここ１０年、学術研究や実務者による調
査が増加

• 大規模スポーツイベントの他、中小規模
イベントやスポーツプログラムの評価の
実施

統一指標を開発する取り組みが
活発化

• 例）OECDによる国際イベントのインパ
クト評価指標

社会的インパクトを金銭換算す
る手法への注目

• 例）SROI（社会的投資収益率）= 社会的
インパクトの金銭換算価値の総額 ÷ イ
ンパクト創出に必要なコストの総額
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社会的インパクトをなぜ評価すべきか？

• スポーツの無形の価値（ウェルビーイングへの効果）をエ
ビデンスとして示し、ステークホルダーや資金提供者（政府、
国民、企業等）に説明責任を果たす。

スポーツへの投資の重要性の根拠を示す。

• 評価から得たデータ・エビデンスを用いて更なる改善のた
めの行動を実践する。

評価・測定しないものは管理できない。
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スポーツにおける社会的インパクト評価の枠組み

ヘルスリテラシー

• 健康を保つための正し
い情報・知識・能力

主観的
ウェルビーイング

• 人生満足度、幸福感

人的資本

• 自己成長

社会関係資本

• 信頼できる社会関係・
ネットワークの構築

集団的
アイデンティティ

• コミュニティへの帰属意
識

Sep. 13, 2024

参考文献：Lee, S. P., Cornwell, T. B., & Babiak, K. (2013). Developing an instrument to measure the social impact of sport: Social 

capital, collective identities, health literacy, well-being and human capital. Journal of Sport Management, 27(1), 24–42.
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枠組みの応用事例
～アンコールワット国際ハーフマラソン大会の社会的インパクト評価～

アンコールワット国際ハーフマラソン

• 内戦後初の国際スポーツイベントとして
1996年にシェムリアップ市で開始。毎年12
月に開催

• 約１万人の参加（国外参加者が半数弱）

• 地雷被害者等への支援を行うチャリティー
スポーツイベントとしての側面

調査概要

• 2015年大会を対象に地元住民に聞き取り
とサーベイ調査の実施

• 「社会的インパクト評価の枠組み」に基づ
き調査を設計

Sep. 13, 2024

参考文献：Inoue, Y., Heffernan, C., Yamaguchi, T., & Filo, K. (2018). Social and charitable impacts of a charity-affiliated sport event: A

mixed methods study. Sport Management Review, 21(2), 202–218. 
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評価プロセス

枠組みに基づき大会の社会的インパクトのタイプを

暫定的に定義

イベント開催の半年前に地元住民（計37名）と

聞き取り調査

聞き取り調査の結果に基づき質問項目を作成。大会
後、住民（参加者、非参加者を含む約460名）にサー
ベイ調査を実施
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聞き取り調査の結果

健康と主観的
ウェルビーイング

「大会に参加することで、
マラソンが健康にとっ
て重要であることを楽
しみながら理解するこ
とができ、またスポーツ
の普及にも役立ってい

る。」

社会関係資本

「大会は人と人との関
係を深める機会を提供
している。ランニングは
競い合う競技だが、参
加者はお互いに助け
合うこともある。」

集団的
アイデンティティ

「参加者を道の脇に立
って応援する時、クメー
ル人として生まれ、ア
ンコールワットを持って
いることを誇りに思う。
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サーベイ調査の結果（７段階評価）

健康と主観的ウェルビーイング

• 質問例：「大会を通して健康管理のため
の知識を得た。」

6.0
社会関係資本

• 質問例：「大会中、人々が助け合う姿を
目にした。」

5.7
集団的アイデンティティ

• 質問例：「大会により地元に強い帰属意
識を感じた。」

5.9

Sep. 13, 2024

追加の分析結果

• 大会参加の有無は評
価に影響しない。

• チャリティーイベントと
しての機能を評価す
る人ほど社会的イン
パクトの評価も高い。
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事例研究からの考察・提言

評価する活動の特徴に沿って社会的インパクトのタイプを定義

• 枠組みを出発点に利用

• ステークホルダーからの意見を元に精査・変更

• 負のインパクト（怪我のリスク等）も考慮に入れる

質的・量的の両方のエビデンスを集め多角的に評価

• 質的：聞き取りを通してステークホルダーの経験を理解する

• 量的：サーベイによる定量的評価や二次データ（医療費、運動実施率等）の
分析、SROIによるインパクトの金銭換算価値への変換
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まとめ

定義

• スポーツ活動が
ステークホルダ
ーのウェルビーイ
ングの側面に与
える影響

枠組み

1)ヘルスリテラシー

2)主観的ウェルビ
ーイング

3)自己成長

4)社会関係資本

5)集団的アイデン
ティティ

提言

• 枠組みを出発点
にステークホル
ダーの意見を取
り入れ、活動の
特徴に沿ったイ
ンパクトのタイプ
を定義・測定
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